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第2期中期目標・中期計画

Ⅰ 大学の教育研究等の質の
向上に関する目標・計画
1.教育に関する目標・計画
2.研究に関する目標・計画
3.その他の目標・計画
・社会貢献、国際化

・附属病院
・附属学校

Ⅱ 業務運営の改善及び効率
化に関する目標・計画

Ⅲ 財務内容の改善に関する
目標・計画

Ⅳ 自己点検・評価及び当該
状況に係る情報の提供に関
する目標・計画

Ⅴ その他の業務運営に関す
る重要目標・計画

国立大学法人評価委員会

中期目標の
達成状況報告書

学部・研究科等
の現況調査表
（研究）

学部・研究科等
の現況調査表
（教育）

研究業績説明書

平成27事業年度に係る業務の実績及び第2期中期目標期間に係る
業務の実績に関する報告書

国立大学法人評価の概要及び各種報告書

１

http://www.mext.go.jp/


第2期中期目標期間の実績の評価結果【山形大学の全体評価】

２

山形大学は、「自然と人間の共生」をテーマとして、学生教育を中心とする大学創り、豊かな人間性と高い専門性
の育成、「知」の創造、地域及び国際社会との連携並びに不断の自己改革の基本理念に沿って、教育、研究及び
地域貢献に取り組み、キラリと光る存在感のある大学を目指している。第２期中期目標期間においては、学士課程
教育を通じ、自律した一人の人間として力強く生き、他者を理解し、ともに社会を構成していく力を養うこと等を目標
としている【スライド６】。
中期目標期間の業務実績の状況は、 「財務内容の改善に関する目標」の項目で中期目標の達成状況が「非常
に優れている」ほか、それ以外の項目で中期目標の達成状況が「良好」である。
（教育研究等の質の向上）
教育課程の構成要素ごとに導入科目、基幹科目、教養科目、共通科目、展開科目を配置した独自の基盤教育
プログラムを整備し、学士課程の基盤となる教育を実施している【スライド７】ほか、総合的学生情報データ分析
システムに、学生の入学から卒業・修了までのデータ、各種アンケート結果を集約し、入学者選抜試験戦略の策
定や高等学校訪問、学生及び保護者への情報提供に活用している【スライド８】。また、参画企業18社により、エ
レクトロニクスの産業化を加速する新しい産学連携システムである「山形大学ナノメタルスクール」を発足し、材
料メーカー・超微細印刷技術・デバイス製品開発を網羅的に取り組む多方面の企業が集結して同一テーマの研
究を推進している【スライド９】 。

（業務運営・財務内容等）
「有機エレクトロニクス研究センター（ROEL）」及び「有機エレクトロニクスイノベーションセンター（INOEL）」を開
所し、研究環境を整備するとともに優秀な研究者を多数集めて研究体制の強化を行うことで、民間企業との共同
研究を推進している【スライド10】。このほか、教員を全学的に一元管理する「学術研究院」を設置し、教員の配
置については毎年度各部局が教育課程（教育プログラム）編成案を策定の上で学術研究院長（学長）が認定し
ている【スライド11】。
また、学内マネジメント等に関する情報共有を推進するため、IR機能を有する「総合的学生情報データ分析シス
テム」をバージョンアップしている【スライド12】。

出所： http://www.yamagata-u.ac.jp/jp/files/9014/9734/4908/second_06.pdf、１頁。

【濃緑】は本学で追記。

http://www.yamagata-u.ac.jp/jp/files/9014/9734/4908/second_06.pdf


第2期中期目標期間の実績の評価結果【山形大学の項目別評価】

３

項目 目標数 計画数 評価結果

Ⅰ
(１) 教育に関する目標 ５ ２０

中期目標の達成状況が
良好である

(２) 研究に関する目標 ３ ８
中期目標の達成状況が

良好である

(３) 社会連携・社会貢献、
国際化に関する目標

５ １１
中期目標の達成状況が

良好である

Ⅱ (１) 業務運営の改善
及び効率化

９ ２１
中期目標の達成状況が

良好である

(２) 財務内容の改善 ４ ８
中期目標の達成状況が
非常に優れている

(３) 自己点検・評価
及び情報提供

２ ４
中期目標の達成状況が

良好である

(４) その他業務運営 ４ ６
中期目標の達成状況が

良好である
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第2期中期目標期間の実績の評価結果【国立大学法人の概況】

４

項目 非常に

優れている
良好である

おおむね

良好である
不十分である

重大な改善

事項がある

Ⅰ
(１) 教育に関する目標 ―

11
（12%）

78
（87%）

1
（1%）

―

(２) 研究に関する目標
5

（6%）
14

（16%）
70

（78%）
1

（1%）
―

(３) 社会連携・社会貢献、
国際化に関する目標

1
（1%）

21
（24%）

67
（75%）

― ―

Ⅱ (１) 業務運営の改善
及び効率化

13
（14%）

56
（62%）

18
（20%）

1
（1%）

2
（2%）

(２) 財務内容の改善
6

（7%）
83

（92%）
―

1
（1%）

―

(３) 自己点検・評価
及び情報提供

7
（8%）

82
（91%）

1
（1%）

― ―

(４) その他業務運営
5

（6%）
50

（56%）
22

（24%）
13

（14%）
―
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５

第2期中期目標期間の実績の評価結果【法人別・項目別評定】

出所： http://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/houjin/detail/__icsFiles/afieldfile/2017/06/14/1386173_01.pdf、29-30頁。

山形大学の項目
別評定。なお、各
項目の評定は、
法人間を相対比
較するものでは
ないことに留意。

http://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/houjin/detail/__icsFiles/afieldfile/2017/06/14/1386173_01.pdf


【参考】第2期中期目標期間における大学の基本的な目標

６

【基本理念】
山形大学は、「自然と人間の共生」をテーマとして、次の５つの基本理念に沿って、教

育、研究及び地域貢献に全力で取り組み、キラリと光る存在感のある大学を目指す。
１．学生教育を中心とする大学創り
２．豊かな人間性と高い専門性の育成
３．「知」の創造
４．地域及び国際社会との連携
５．不断の自己改革

第2期中期目標・中期計画の詳細は、 http://www.yamagata-u.ac.jp/jp/files/3714/5525/5035/chuki-moku_kei_27.pdfを参照。

【重点目標】
山形大学では、学士課程教育を通じ、自律した一人の人間として力強く生き、他者を

理解し、ともに社会を構成していく力を養う。そのためには、健全で良識ある市民として生
きるための豊かな教養、人生をどう生きるべきかという人間理解、他の多くの人々と一体
となって成果を創造していくための共生のこころ、習得した高い専門知識を具体的な事例
に適用し判断・行動する能力が必要である。本学では、これらの能力を、目的と到達目標
を明確に位置づけた教育体系により、着実に身につける教育を行う。
また、東北地区有数の総合大学としての資源を活かし、地域に根ざした多様な研究を

推進するとともに、産学官民の広範な連携を推進することにより、地域における知の拠点
を形成する。

http://www.yamagata-u.ac.jp/jp/files/3714/5525/5035/chuki-moku_kei_27.pdf


【参考】第2期の個性の伸長に向けた取組～基盤教育の導入と充実～

７

②地域の豊富な自然及び資源を活用したﾌｨｰﾙﾄﾞ科目を開講

学生の満足度は高く、上昇傾向に！

①共通テキストとして独自に教材を開発

③実践力を涵養するためにキャリア教育を強化



【参考】第2期の個性の伸長に向けた取組～教育の体系化とEMIRの強化～

８

本事業の達成
度に対する評
定の平均値は、
4.07（５段階評

価）と高い評価
を得た。

・卒業生・修了生に対する評価を通じて、本学
の教育を肯定的に評価（満足度：70％、役
立ち度：84％）していることを確認。

・進路先等調査を通じて、本学の卒業生・修
了生への評価は肯定的（能力や水準が高
い：84.3％、積極的に求人・採用したい：
59.9％）であることを確認。

→両調査とも、前回と比して上昇傾向に！

①教育GP（H21採択）を契機とした教育の体系化

②EMIRの基盤及び機能の強化



９

【参考】第2期の個性の伸長に向けた取組～ナノメタルスクール～

・平成24年４ 月17 日に参画企業18 社が一同に会し、ナノメタルスクールが発足。

詳細は、http://www-kschem0.kj.yamagata-u.ac.jp/~kinousei/を参照。

・材料メーカー・超微細印刷技
術・デバイス製品開発を網羅
的に取り組む多方面の企業
が集結し、同一テーマの研究
を推進。

・平成25年度には、山形大学に

おいて発明・開発された「低温
焼成型の銀・銅系ナノ微粒子
の製造とその応用技術」が、
（ 独 ） 科学技術振興機構
(JST)・知的財産戦略センター

において、「プリンテッドエレク
トロニクス用電極材料に関す
る特許群」として認定され、我
が国の知的財産戦略に基づく
総合的な支援を受けた。

http://www-kschem0.kj.yamagata-u.ac.jp/~kinousei/


【参考】第2期の個性の伸長に向けた取組～有機エレクトロニクス～

10

城戸教授が世界の
科学者の中から高
被引用論文著者に
３年連続で選出

開発した有機デ
バイスやシステ
ムを実証し、20
年後の家、生活、
働き方を考える
「スマート未来
ハウス」の完成

・外部資金比率が2ポイント
上昇（第1期平均4.1%→第2期

平均6.1%）

・民間企業との共同研究の
受入額の平均伸び率が全国
1位（平成22年度～平成27年
度：52.7%増）

有機エレクトロニクス
YU-COE(山形大学先進的研究拠点)として支援

世界最薄のフレ
キシブル印刷電
子回路

世界初、塗布型
有機トランジス
タで駆動するフ
レキシブル有機
ELディスプレイ

印刷による低コ
ストで多様なデ
バイス作製及び
集積化による複
合デバイス形成

有機生体セン
サと有機無線
タグ(RFID)の
融合

有機エレクトロニクス研究センター

有機エレクトロニクスイノベーションセンター

実証工房：スマート未来ハウス

有機材料システムフロンティアセンター

①基礎研究

②応用研究･製品試作

④実証試験

③システム化
ハード･ソフトの融合

有機ＥＬ世界No.1
産業化社会実装に向けた

山形モデル
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【参考】第2期の個性の伸長に向けた取組～学術研究院～

詳細は、http://www.yamagata-u.ac.jp/reiki/new/act/frame/frame110001765.htmを参照。

http://www.yamagata-u.ac.jp/reiki/new/act/frame/frame110001765.htm
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【参考】第2期の個性の伸長に向けた取組～IRの機能強化～

意思決定までの議論の活性化

コミュニケーションの促進

関与する関係者の「言える化」

集約したデータの可視化


